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(57)【要約】
【課題】使用者が移動しながら搾乳することができる搾
乳着を提供する。
【解決手段】搾乳着１０では、搾乳カップ１２Ａ，１２
Ｂ、圧電ポンプ１３Ａ，１３Ｂ、搾乳ボトル１４が被服
１１に設けられる。搾乳カップ１２Ａ，１２Ｂは、使用
者の乳房に対応する位置に配置される。圧電ポンプ１３
Ａ，１３Ｂは搾乳カップ１２Ａ，１２Ｂに繋がる。搾乳
ボトル１４は、チューブ１５Ａ，１５Ｂにより搾乳カッ
プ１２Ａ，１２Ｂに連通する。チューブ１５Ａ，１５Ｂ
の流路に逆止弁１６Ａ，１６Ｂが設けられる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　搾乳カップ、圧電ポンプ、搾乳ボトルが被服に設けられた搾乳着であって、
　前記搾乳カップは、使用者の乳房に対応する位置に配置され、
　前記圧電ポンプは、前記搾乳カップに繋がり、
　前記搾乳ボトルは、チューブにより前記搾乳カップに連通し、
　前記チューブの流路に弁が設けられる、搾乳着。
【請求項２】
　前記搾乳カップと前記圧電ポンプとはチューブを介さずに直結される、請求項１に記載
の搾乳着。
【請求項３】
　２つの前記搾乳カップに同一の前記圧電ポンプが流路を介して繋がる、請求項１に記載
の搾乳着。
【請求項４】
　前記圧電ポンプ側からそれぞれの前記搾乳カップ側に繋がる流路を切替える弁を備える
、請求項３に記載の搾乳着。
【請求項５】
　前記圧電ポンプの駆動周波数は２０ｋＨｚ以上である、請求項１ないし４のいずれかに
記載の搾乳着。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、搾乳するために着用される搾乳着に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の搾乳着として、例えば、特許文献１に記載のものがある。この搾乳着は、ブラジ
ャー、乳房シールドおよび母乳収集容器を備える。乳房シールドは、ファスナーによりブ
ラジャーに取り付けられている。母乳収集容器は、チャンネルを介して乳房シールドに連
通され、乳房シールドの近傍に配置されている。乳房シールドには、チャンネルおよび管
を介して真空源が連通されている。この搾乳着では、真空源により乳房シールド内に吸引
作用が生じることで、母乳が吸引される。吸引された母乳は、チャンネルを通過し、母乳
収集容器に貯留される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特許第３６０９８３２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１に記載の搾乳着では、ブラジャーに乳房シールドおよび母乳収集容器が取り
付けられているので、手を使わないで搾乳することができる。しかし、真空源が大きくか
つ重く、さらに真空源の騒音が大きいので、搾乳着から離れた場所に真空源を置き、搾乳
着と真空源とを管で繋いでいる。このため、使用者が移動しながら搾乳することは困難で
ある。
【０００５】
　本発明の目的は、使用者が移動しながら搾乳することができる搾乳着を提供することに
ある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の搾乳着では、搾乳カップ、圧電ポンプ、搾乳ボトルが被服に設けられている。
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搾乳カップは、使用者の乳房に対応する位置に配置される。圧電ポンプは、搾乳カップに
繋がる。搾乳ボトルは、チューブにより搾乳カップに連通する。チューブの流路に弁が設
けられる。
【０００７】
　この構成では、搾乳に必要な構成が全て被服に取り付けられている。また、圧電ポンプ
は一般的に軽量かつ小型である。このため、使用者は、搾乳時に、両手を自由に使うこと
ができるとともに、自由に移動することができる。また、搾乳着を無理なく着用すること
ができるし、搾乳着の着心地が悪くなることもない。また、搾乳着を着用して体を動かし
た際に、圧電ポンプが落下することを抑制できる。また、圧電ポンプでは一般的に駆動時
に騒音が生じにくいので、搾乳中に周囲に迷惑をかけずに済むとともに、搾乳中であるこ
とが周囲に知られにくくなる。
【０００８】
　本発明の搾乳着では、搾乳カップと圧電ポンプとはチューブを介さずに直結されてもよ
い。この構成では、必要なチューブの本数が少ないので、チューブが絡まりにくくなり、
延いては、搾乳着を着脱することが容易となる。また、上述のように、必要なチューブの
本数が少ないので、搾乳着を軽量にすることができる。
【０００９】
　本発明の搾乳着では、２つの搾乳カップに同一の圧電ポンプが流路を介して繋がっても
よい。この構成では、各搾乳カップに別の圧電ポンプが繋がる場合に比べて、搾乳着を軽
量にすることができるとともに、圧電ポンプの駆動音を小さくすることができる。
【００１０】
　本発明の搾乳着は、圧電ポンプ側からそれぞれの搾乳カップ側に繋がる流路を切替える
弁を備えてもよい。この構成では、流路の切替を繰り返すことで、右側および左側の乳房
から交互に母乳が吸引されるので、乳房に負担をかけず、効率良く搾乳することができる
。
【００１１】
　また、圧電ポンプは、一度に搾乳カップの両方に負圧を生じさせる必要がない。このた
め、圧電ポンプとして、性能が低いが、小型かつ軽量であり、駆動音が小さい圧電ポンプ
を用いることができる。この結果、搾乳着を軽量にすることができるとともに、圧電ポン
プの駆動音を小さくすることができる。また、１つの圧電ポンプで一度に両方の乳房から
母乳が吸引される場合に比べて、搾乳に必要な電力が小さくなるので、圧電ポンプの温度
上昇を小さくすることができる。
【００１２】
　本発明の搾乳着では、圧電ポンプの駆動周波数は２０ｋＨｚ以上であることが好ましい
。この構成では、圧電ポンプの駆動周波数が可聴域の周波数より高くなるので、圧電ポン
プの駆動音を聞えにくくすることができる。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、搾乳着を着用することにより移動しながら搾乳することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】第１の実施形態に係る搾乳着１０の平面図である。
【図２】第１の実施形態に係る搾乳着１０のブロック図である。
【図３】チューブ１５Ａ，１７Ａ，２５の模式的断面図である。
【図４】圧電ポンプ１３Ａの断面図である。
【図５】圧電ポンプ１３Ａの振動態様を示す模式図である。
【図６】第１の実施形態の変形例に係る搾乳着４０の平面図である。
【図７】第１の実施形態の変形例に係る搾乳着５０のブロック図である。
【図８】第１の実施形態の変形例に係る搾乳着６０のブロック図である。
【図９】第２の実施形態に係る搾乳着７０のブロック図である。
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【図１０】第３の実施形態に係る搾乳着８０のブロック図である。
【図１１】第３の実施形態の変形例に係る搾乳着９０のブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
《第１の実施形態》
　本発明の第１の実施形態に係る搾乳着１０について説明する。図１は搾乳着１０の平面
図である。図１には、搾乳着１０を着用したときの搾乳着１０の表側が図示されている。
図２は搾乳着１０のブロック図である。搾乳着１０は、エプロン形状の被服１１に、搾乳
カップ１２Ａ，１２Ｂ、圧電ポンプ１３Ａ，１３Ｂおよび搾乳ボトル１４を設けてなる。
【００１６】
　搾乳カップ１２Ａ，１２Ｂは、使用者が搾乳着１０を着用したとき、搾乳カップ１２Ａ
，１２Ｂが使用者の乳房の近くに配置されるように設けられている。すなわち、搾乳カッ
プ１２Ａ，１２Ｂは、使用者の乳房に対応する位置に配置されている。圧電ポンプ１３Ａ
は、チューブ１７Ａを介して搾乳カップ１２Ａに繋がっている。圧電ポンプ１３Ｂは、チ
ューブ１７Ｂを介して搾乳カップ１２Ｂに繋がっている。圧電ポンプ１３Ａ，１３Ｂは、
使用者が搾乳着１０を着用したとき、体の前面に配置されるように設けられている。搾乳
ボトル１４は、チューブ１５Ａを介して搾乳カップ１２Ａに連通し、チューブ１５Ｂを介
して搾乳カップ１２Ｂに連通している。チューブ１５Ａの流路には、逆止弁１６Ａが設け
られている。チューブ１５Ｂの流路には、逆止弁１６Ｂが設けられている。
【００１７】
　被服１１は、布２１、ポケット２２および紐２３を備える。布２１は、使用者が被服１
１を着用したとき、使用者の前面を被覆する。布２１の表側の下方には、ポケット２２が
設けられている。ポケット２２の開口は上方を向いている。布２１の上端には、紐２３の
両端が布２１に取り付けられることにより、輪が形成されている。使用者は、この輪に首
を通すことで被服１１を着用することができる。
【００１８】
　搾乳カップ１２Ａは布２１の裏側の左上方に配置されている。搾乳カップ１２Ｂは布２
１の裏側の右上方に配置されている。搾乳カップ１２Ａ，１２Ｂは、先細りになった筒形
状を有し、シリコンゴム等を材料とする。搾乳カップ１２Ａ，１２Ｂは、布２１の裏側に
設けられたポケット（図示せず）に収納されている。搾乳カップ１２Ａ，１２Ｂが収納さ
れたポケットには、搾乳カップ１２Ａ，１２Ｂが露出するように開口が形成されている。
これにより、使用者が搾乳着１０を着用したとき、搾乳カップ１２Ａ，１２Ｂと使用者の
乳房とが接する。
【００１９】
　圧電ポンプ１３Ａは、平面視で搾乳カップ１２Ａに重なるように、布２１の裏側に配置
されている。圧電ポンプ１３Ｂは、平面視で搾乳カップ１２Ｂに重なるように、布２１の
裏側に配置されている。圧電ポンプ１３Ａ，１３Ｂは、布２１の裏側に設けられたポケッ
ト（図示せず）に収納されている。圧電ポンプ１３Ａ，１３Ｂの駆動周波数は、２０ｋＨ
ｚ以上であり、可聴域の周波数より高くなっている。これにより、圧電ポンプ１３Ａ，１
３Ｂの駆動音を聞えにくくすることができる。布２１のポケット２２には、着脱自在に搾
乳ボトル１４が保持されている。なお、搾乳カップ１２Ａ，１２Ｂおよび圧電ポンプ１３
Ａ，１３Ｂは、被服１１に着脱自在で設けられてもよいし、そうでなくともよい。
【００２０】
　チューブ１５Ａは、布２１に形成された孔２４Ａを通って、布２１の裏側から布２１の
表側に延伸している。チューブ１５Ｂは、布２１に形成された孔２４Ｂを通って、布２１
の裏側から布２１の表側に延伸している。チューブ１５Ａの端部のうち布２１の裏側に配
置されたものは、搾乳カップ１２Ａに繋がっている。チューブ１５Ｂの端部のうち布２１
の裏側に配置されたものは、搾乳カップ１２Ｂに繋がっている。チューブ１５Ａ，１５Ｂ
の端部のうち布２１の表側に配置されたものは、搾乳ボトル１４に繋がっている。逆止弁
１６Ａ，１６Ｂは布２１の表側に配置されている。逆止弁１６Ａは搾乳ボトル１４側から
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搾乳カップ１２Ａ側への流れを制限する。逆止弁１６Ｂは搾乳ボトル１４側から搾乳カッ
プ１２Ｂ側への流れを制限する。
【００２１】
　なお、被服１１には、搾乳に必要な構成が全て設けられている。例えば、被服１１には
、圧電ポンプを駆動するための駆動回路（図示せず）、駆動回路に電力を供給する電池等
の電源（図示せず）、圧電ポンプ１３Ａ，１３Ｂを操作するための操作部（図示せず）等
も設けられている。
【００２２】
　使用者が搾乳着１０を着用すると、搾乳カップ１２Ａ，１２Ｂが使用者の乳房に接する
。圧電ポンプ１３Ａ，１３Ｂを駆動すると、搾乳カップ１２Ａ，１２Ｂ内に負圧が生じる
ことにより母乳が吸引される。吸引された母乳は、チューブ１５Ａ，１５Ｂの流路を通過
し、搾乳ボトル１４に貯留される。貯蔵された母乳は、逆止弁１６Ａ，１６Ｂが逆流を防
止するので、搾乳カップ１２Ａ，１２Ｂ側に漏れることがない。
【００２３】
　図３は、チューブ１５Ａ，１７Ａ，２５の模式的断面図である。チューブ１５Ａ，１７
Ａ，２５の第１端部が互いに繋がることにより、Ｔ字状の流路２７が形成されている。チ
ューブ１５Ａの第２端部は搾乳ボトル１４に繋がっている。チューブ１７Ａの第２端部は
圧電ポンプ１３Ａに繋がっている。チューブ２５の第２端部は搾乳カップ１２Ａに繋がっ
ている。チューブ１７Ａには、圧電ポンプ１３Ａ側とその反対側とを分離するセパレータ
２６が設けられている。セパレータ２６は、例えば、ゴム膜等の膜状弾性体からなる。セ
パレータ２６は、その主面がチューブ１７Ａの断面に平行になるように配置されている。
圧電ポンプ１３Ａは、吸入口３６（図４参照）側がセパレータ２６側を向くように配置さ
れている。
【００２４】
　圧電ポンプ１３Ａが駆動すると、圧電ポンプ１３Ａ側に凸となるようにセパレータ２６
が弾性変形する。これにより、流路２７の体積が増え、流路２７に負圧が生じる。一方、
逆止弁１６Ａ（図１参照）が逆流を制限するので、搾乳ボトル１４側から空気が吸引され
ることはない。このため、搾乳カップ１２Ａを通って母乳が吸引される。この動作を一定
時間毎に繰り返すことにより、継続して母乳を吸引することができる。なお、搾乳カップ
１２Ｂ側の構成および動作も搾乳カップ１２Ａ側の構成および動作と同様である。
【００２５】
　図４は圧電ポンプ１３Ａの断面図である。圧電ポンプ１３Ａは圧電素子３１および構造
体３２を備えている。構造体３２は、概略の外形が厚み方向に薄い円板状である。構造体
３２の天面の中央付近には、吐出口３５が開口している。構造体３２の底面の縁付近には
、吸入口３６が開口している。構造体３２の内部には、流路３３とポンプ室３４とが設け
られている。流路３３は、構造体３２の天面で吐出口３５に通じており、構造体３２の内
部で中央付近から外周側に延び、構造体３２の底面で吸入口３６に通じている。ポンプ室
３４は、吐出口３５と流路３３との連通部分の底面側に設けられた薄い円筒状の空間であ
り、吐出口３５と流路３３との連通部分に開口している。
【００２６】
　構造体３２におけるポンプ室３４の内底面は、屈曲振動が可能なダイヤフラム（振動板
）３７として構成されている。ダイヤフラム３７は円板状であり、天面がポンプ室３４に
面していて、底面に圧電素子３１が貼り付けられている。ダイヤフラム３７の天面は、ポ
ンプ室３４を間に介して吐出口３５と対向している。圧電素子３１は、厚み方向に薄い円
板状であり、交流電圧が印加されることで主面の面内方向に伸縮しようとする圧電性を有
している。
【００２７】
　図５は、圧電ポンプ１３Ａの振動態様を示す模式図である。圧電素子３１とダイヤフラ
ム３７とは、互いに貼り付いてユニモルフ構造を構成しており、圧電素子３１の駆動によ
り厚み方向に変位する。具体的には、図５（Ａ）に示すような静止状態から圧電素子３１



(6) JP 2016-10524 A 2016.1.21

10

20

30

40

50

が伸びようとする場合には、図５（Ｂ）に示すように、ダイヤフラム３７が圧電素子３１
側（底面側）に凸に屈曲してポンプ室３４の体積が増大する。これにより、ポンプ室３４
に負圧が生じ、ポンプ室３４に連通する流路３３に負圧が伝わり、流路３３の流体がポン
プ室３４に吸引される。
【００２８】
　次に、圧電素子３１が縮もうとすると、図５（Ｃ）に示すように、ダイヤフラム３７が
ポンプ室３４側（天面側）に凸に屈曲してポンプ室３４の体積が減少する。すると、流路
３３を間に介してポンプ室３４と吐出口３５とが対向しているために、ポンプ室３４の流
体が吐出口３５から外部に吐出されるとともに、その流体の流れに引き込まれて流路３３
内の流体が吐出口３５から吐出される。
【００２９】
　このように、圧電ポンプ１３Ａでは、圧電素子３１とダイヤフラム３７との屈曲振動に
伴い、ポンプ室３４では周期的な体積変動と圧力変動とが繰り返し生じ、気体の流れに慣
性力が働くようになる。これにより、流路３３の流体が吐出口３５から吐出される気体の
流れが定常的に生じるようになる。なお、圧電ポンプ１３Ｂの構成および動作も圧電ポン
プ１３Ａ構成および動作と同様である。
【００３０】
　第１の実施形態では、搾乳に必要な構成が全て被服１１に取り付けられている。また、
圧電ポンプは一般的に軽量かつ小型である。このため、使用者は、搾乳時に、両手を自由
に使うことができるとともに、自由に移動することができる。
【００３１】
　また、上述のように、圧電ポンプは一般的に軽量かつ小型である。このため、搾乳着１
０を無理なく着用することができるし、搾乳着１０の着心地が悪くなることもない。さら
に、搾乳着１０を着用して体を動かした際に、圧電ポンプ１３Ａ，１３Ｂが落下すること
を抑制できる。
【００３２】
　また、使用者が搾乳着１０を着用した際、圧電ポンプ１３Ａ，１３Ｂが体の前面に配置
される。すなわち、圧電ポンプ１３Ａ，１３Ｂは、搾乳カップ１２Ａ，１２Ｂの近くに配
置される。このため、チューブ１７Ａ，１７Ｂが短くなるので、チューブ１５Ａ，１５Ｂ
，１７Ａ，１７Ｂが絡まりにくくなる。延いては、搾乳着１０を着脱することが容易とな
る。また、圧電ポンプ１３Ａ，１３Ｂと搾乳カップ１２Ａ，１２Ｂとの間の流路が短くな
るので、搾乳カップ１２Ａ，１２Ｂ内に確実に負圧が生じ、安定して母乳を吸引すること
ができる。
【００３３】
　また、圧電ポンプ１３Ａ，１３Ｂが軽量であることに加え、チューブ１７Ａ，１７Ｂが
短くなるので、搾乳着１０を軽量にすることができる。また、圧電ポンプでは一般的に駆
動時に騒音が生じにくいので、搾乳中に周囲に迷惑をかけずに済むし、搾乳中であること
が周囲に知られにくくなる。また、各乳房から吸引された母乳は１つの搾乳ボトル１４に
貯留される。このため、各搾乳カップに別々の搾乳ボトルが繋がり、各搾乳ボトルに母乳
が貯留される場合と異なり、貯留された母乳を別の容器に移し替える必要がない。
【００３４】
　図６は、第１の実施形態の変形例に係る搾乳着４０の平面図である。図６では、搾乳着
４０のうち、搾乳着４０を着用したときに体の前面に配置される側を図示している。搾乳
着４０はジャケット形状の被服４１を備える。被服４１には、平面視で中央部に搾乳カッ
プ１２Ａ，１２Ｂ、圧電ポンプ１３Ａ，１３Ｂ、搾乳ボトル１４等が設けられている。被
服４１は、本体となる布２８にポケット２２を設けて構成されている。布２８には、平面
視で中央部を避けるように開閉部２９が設けられている。使用者は、開閉部２９を開くこ
とにより搾乳着４０を着脱することができる。この際、開閉部２９が平面視で被服４１の
中央部を通っていないので、搾乳カップ１２Ａ，１２Ｂやチューブ１５Ａ，１５Ｂ等が邪
魔にならない。このため、使用者は搾乳着４０を容易に着脱することができる。開閉部２
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９は、ボタンとボタンホール、スナップボタン、ファスナー等により開閉自在となってい
る。
【００３５】
　図７は、第１の実施形態の変形例に係る搾乳着５０のブロック図である。搾乳着５０で
は、被服１１に２つの搾乳ボトル５４Ａ，５４Ｂが設けられている。搾乳ボトル５４Ａは
チューブ１５Ａにより搾乳カップ１２Ａに連通している。搾乳ボトル５４Ｂはチューブ１
５Ｂにより搾乳カップ１２Ｂに連通している。チューブ１５Ａの流路には逆止弁１６Ａが
設けられ、チューブ１５Ｂの流路には逆止弁１６Ｂが設けられている。搾乳着５０では、
貯留することができる母乳量が多くなるので、一度に多くの母乳が搾乳されても、途中で
搾乳ボトル５４Ａ，５４Ｂを交換する必要がない。
【００３６】
　図８は、第１の実施形態の変形例に係る搾乳着６０のブロック図である。搾乳着６０で
は、搾乳カップ１２Ａと圧電ポンプ１３Ａとがチューブを介さずに直結し、搾乳カップ１
２Ｂと圧電ポンプ１３Ｂとがチューブを介さずに直結している。例えば、搾乳カップ１２
Ａ，１２Ｂにセパレータ２６（図３参照）が直接設けられ、セパレータ２６に対して搾乳
カップ１２Ａ，１２Ｂ側の反対側に圧電ポンプ１３Ａ，１３Ｂが配置されてもよい。搾乳
着６０では、その構成に必要なチューブの本数が少ないので、チューブ１５Ａ，１５Ｂが
さらに絡まりにくくなり、また、搾乳着１０をさらに軽量にすることができる。
【００３７】
《第２の実施形態》
　本発明の第２の実施形態に係る搾乳着７０について説明する。図９は搾乳着７０のブロ
ック図である。搾乳着７０では、３つに枝分かれするチューブ７７に、搾乳カップ１２Ａ
，１２Ｂおよび圧電ポンプ７３が繋がっている。チューブ７７の第１端部に搾乳カップ１
２Ａが繋がり、チューブ７７の第２端部に搾乳カップ１２Ｂが繋がり、チューブ７７の第
３端部に圧電ポンプ７３が繋がっている。すなわち、２つの搾乳カップ１２Ａ，１２Ｂに
同一の圧電ポンプ７３が流路を介して繋がっている。
【００３８】
　搾乳着７０では、３つに枝分かれするチューブ７５により、搾乳カップ１２Ａ，１２Ｂ
および搾乳ボトル１４が繋がっている。チューブ７５の第１端部に搾乳カップ１２Ａが繋
がり、チューブ７５の第２端部に搾乳カップ１２Ｂが繋がり、チューブ７５の第３端部に
搾乳ボトル１４が繋がっている。チューブ７５のうち３つに枝分かれする部分には、逆止
弁７６が設けられている。逆止弁７６は、搾乳ボトル１４側から搾乳カップ１２Ａ，１２
Ｂ側への流れを制限する。
【００３９】
　第２の実施形態では、各搾乳カップに別の圧電ポンプが繋がる場合に比べて、圧電ポン
プの個数を減らすことができる。このため、搾乳着７０を軽量にすることができるととも
に、圧電ポンプの駆動音を小さくすることができる。
【００４０】
《第３の実施形態》
　本発明の第３の実施形態に係る搾乳着８０について説明する。図１０は搾乳着８０のブ
ロック図である。搾乳着８０では、３つに枝分かれするチューブ８７により、搾乳カップ
１２Ａ，１２Ｂおよび圧電ポンプ８３が繋がっている。チューブ８７の第１端部に搾乳カ
ップ１２Ａが繋がり、チューブ８７の第２端部に搾乳カップ１２Ｂが繋がり、チューブ８
７の第３端部に圧電ポンプ８３が繋がっている。チューブ８７のうち３つに枝分かれする
部分には、切替弁８８が設けられている。切替弁８８は、圧電ポンプ８３側から搾乳カッ
プ１２Ａ，１２Ｂ側に繋がる流路を切替える。これにより、搾乳カップ１２Ａ，１２Ｂの
うちどちらか一方に負圧を生じさせることができる。
【００４１】
　搾乳着８０では、例えば、切替弁８８を１秒毎に切替えることで、搾乳カップ１２Ａ内
に負圧を生じさせ、次に搾乳カップ１２Ｂ内に負圧を生じさせることを繰り返す。これに
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より、右側および左側の乳房から交互に母乳が吸引されるので、乳房に負担をかけず、効
率良く搾乳することができる。
【００４２】
　第３の実施形態では、１つの圧電ポンプ８３のみを用いて搾乳する。また、圧電ポンプ
８３は、一度に搾乳カップ１２Ａ，１２Ｂの両方に負圧を生じさせる必要がない。このた
め、圧電ポンプ８３として、性能が低いが、小型かつ軽量であり、駆動音が小さい圧電ポ
ンプを用いることができる。この結果、搾乳着８０を軽量にすることができるとともに、
圧電ポンプの駆動音を小さくすることができる。また、搾乳着８０では、１つの圧電ポン
プで一度に両方の乳房から母乳が吸引される場合に比べて、搾乳に必要な電力が小さくな
るので、圧電ポンプ８３の温度上昇を小さくすることができる。
【００４３】
　図１１は、第３の実施形態の変形例に係る搾乳着９０のブロック図である。搾乳着９０
では、搾乳カップ１２Ａに搾乳ボトル９４Ａが連通し、搾乳カップ１２Ｂに搾乳ボトル９
４Ｂが連通している。搾乳着９０では、貯留することができる母乳量が多くなるので、一
度に多くの母乳が搾乳されても、途中で搾乳ボトル９４Ａ，９４Ｂを交換する必要がない
。
【００４４】
　なお、上述の実施形態の被服はエプロン形状またはジャケット形状であったが、本発明
の被服は、これに限定されず、例えばブラジャー形状やベスト形状でもよい。また、上述
の実施形態では、搾乳ボトル１４、逆止弁１６Ａ，１６Ｂ、チューブ１５Ａ，１５Ｂの一
部およびポケット２２は、被服１１，４１の表側に配置されていたが、本発明はこれに限
定されない。本発明では、被服の裏側にこれらの構成が配置されてもよい。
【符号の説明】
【００４５】
１０，４０，５０，６０，７０，８０，９０…搾乳着
１１，４１…被服
１２Ａ，１２Ｂ…搾乳カップ
１３Ａ，１３Ｂ，７３，８３…圧電ポンプ
１４，５４Ａ，５４Ｂ…搾乳ボトル
１５Ａ，１５Ｂ，１７Ａ，１７Ｂ，２５，７５，７７，８７…チューブ
１６Ａ，１６Ｂ，７６…逆止弁
２１，２８…布
２２…ポケット
２３…紐
２４Ａ，２４Ｂ…孔
２６…セパレータ
２９…開閉部
２７，３３…流路
３１…圧電素子
３２…構造体
３４…ポンプ室
３５…吐出口
３６…吸入口
３７…ダイヤフラム
８８…切替弁
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